
利便性の向上による
魅力的な公園づくりを

一般車両の乗り入れを一方通行
化し周辺道路の滞留解消へ

照明のＬＥＤ化や空調機器の
改修により一層利用される施設へ

日常的な点検による施設の維持管理を

かりや市議会だよりかりや市議会だより 令和６年２月１日令和６年２月１日 第173号第173号 （2）（3）

主
な
議
案
12
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

単

行

議

案

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

問　
刈
谷
市
都
市
施
設
管
理
協
会

を
法
人
化
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、

事
業
や
組
織
等
を
引
き
継
い
で
運
営

す
る
法
人
で
あ
る
「
刈
谷
に
ぎ
わ
い

オ
フ
ィ
ス
」が
、産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
場
合
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
理
念
や
方
針
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
施
設
の
特
徴
と
強
味
を
生
か

し
た
管
理
運
営
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に

加
え
て
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職

フ
ェ
ア
、
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
市
が
関
与
し
な
が
ら
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
振
興

の
拠
点
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

施
設
の
更
新
計
画
が
あ
る
と
思
う
が
、

部
分
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
予
定
は
あ

る
か
。

答　
施
設
の
内
装
や
備
品
等
に
つ

い
て
は
、
日
頃
の
確
認
に
よ
り
状
態

を
把
握
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
優
先

度
の
高
い
も
の
か
ら
更
新
や
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

条

例

議

案

■
猿
渡
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

い
人
は
ど
の
よ
う
に
利
用
の
申
込
み

を
す
る
の
か
。

答　
猿
渡
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
施
設
の

予
約
は
、
令
和
６
年
２
月
１
日
か
ら

指
定
管
理
者
の
予
約
シ
ス
テ
ム
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

公
園
管
理
事
務
所
が
開
設
す
る
４
月

１
日
か
ら
は
、
事
務
所
の
窓
口
に
お

い
て
も
申
込
み
が
可
能
と
な
る
。

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込

み
が
可
能
に
な
る
こ
と
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
現
地
に
案
内
板
を
設
置
す
る

ほ
か
、
市
民
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
あ
い
か
り
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問　
賠
償
を
伴
う
事
故
が
起
き
た

際
の
責
任
の
所
在
は
ど
こ
か
。

答　
施
設
の
管
理
瑕
疵
に
よ
る
事

故
は
、
市
が
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

と
な
る
が
、
指
定
管
理
者
の
管
理
に

過
失
が
あ
っ
た
場
合
は
、
指
定
管
理

者
に
過
失
分
を
求
償
す
る
こ
と
と
な

る
。

補 

正 

予 

算 

議 

案

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
分
科
会
委
員

長
か
ら
報
告
を
受
け
、
18
日
の
本
会

議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、

修
学
旅
行
費
補
助
事
業
な
ど
に
関
す

る
令
和
５
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
が
追
加
上
程
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

23
億
６
７
１
４
万
６
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

６
６
７
億
７
８
９
９
万
８
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

１
０
２
４
億
４
７
９
５
万
３
千
円

【
主
な
事
業
】

　
資
源
回
収
所
搬
入
路
整
備
事
業

問　
整
備
さ
れ
る
舗
装
範
囲
は
ど

こ
ま
で
か
。

答　
範
囲
は
国
道
１
５
５
号
北
側

に
位
置
す
る
河
川
堤
の
未
舗
装
部
か

ら
資
源
回
収
所
敷
地
内
に
至
る
ま
で

の
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
延
長
に
お

い
て
、
必
要
最
小
限
と
な
る
車
両
１

台
分
の
幅
員
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
整
備
後
の
車
の
流
れ
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許

可
業
者
や
委
託
業
者
等
の
車
両
は
従

来
ど
お
り
東
側
か
ら
出
入
り
す
る
が
、

資
源
回
収
所
へ
資
源
等
を
搬
入
す
る

市
民
の
車
両
は
西
側
の
境
川
河
川
堤

か
ら
入
り
、
東
側
へ
出
る
よ
う
に
一

方
通
行
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
整
備
に
よ
り
、
ど
の
程
度
混

雑
が
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど

は
、
一
時
的
に
資
源
回
収
所
へ
の
搬

入
を
待
つ
車
両
が
数
百
メ
ー
ト
ル
に

も
及
び
、
通
過
車
両
の
妨
げ
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
整
備
で
、
河

川
堤
か
ら
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
一
般
交
通
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
な
く
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
小
中
学
校
設
備
等
改
修
事
業

問　
事
業
の
詳
細
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　
放
送
委
員
活
動
や
学
校
集
会

等
で
使
用
頻
度
が
高
い
放
送
室
・
放

送
ス
タ
ジ
オ
へ
の
空
調
設
備
の
新
規

設
置
及
び
更
新
時
期
を
迎
え
る
保
健

室
・
相
談
室
等
の
空
調
設
備
の
更
新

を
行
う
。

　
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
等
施
設

改
修
事
業

問　
ど
の
よ
う
な
事
業
で
、
ど
れ

く
ら
い
の
工
事
期
間
と
な
る
の
か
。

答　
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
で

は
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
卓
球
場
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
耐
震
補
強
を

目
的
と
し
た
天
井
改
修
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
と
館
内
空
調
機
器
の
改
修
工
事

を
、
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷
で

は
空
調
機
器
の
取
替
え
工
事
を
行
う
。

工
事
期
間
は
令
和
６
年
６
月
か
ら
７

年
３
月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
等
以
外
の

場
所
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
の
か
。

答　
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷

の
会
議
室
等
屋
内
施
設
は
、
今
年
度
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
の
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
等
以
外
の
場
所
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い

く
。
公
園
の
園
内
灯
は
、
既
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
て
お
り
、
公
園
内
の
ト
イ
レ

は
、
今
後
、
洋
式
化
に
併
せ
て
施
工

す
る
予
定
で
あ
る
。

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
御
寄
附

を
頂
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に
計
上

し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
一
般
寄
附
金

１
２
６
９
万
円

・
高
齢
者
福
祉
施
設
事
業
費
寄
附
金

１
５
０
万
円

・
児
童
福
祉
事
業
費
寄
附
金

１
５
３
万
円

陳
情
の
結
果

　

今
回
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
２
件
は
、
市
民
文
教
委
員

会
で
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
刈
谷
市
の
中
学
生
４
５
０
０
人
に
、

日
本
の
朝
鮮
統
治
の
実
態
を
多
面
的

に
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

▼
加
算
措
置
で
は
な
く
「
保
育
士
配

置
基
準
」
そ
の
も
の
を
改
善
す
る
よ

う
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

議
決
結
果
一
覧
表　
（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て	

了
承

・
工
事
請
負
契
約
の
額
を
変
更
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て	

了
承

・
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て	

異
議
な
い
旨
答
申

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係
・
５
議
案
】	

全
て
可
決

・
刈
谷
市
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　

て
（
※
）

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　

て
（
※
）

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】	

全
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
ぬ
く
も
り
プ
ラ
ザ
）

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

【
建
設
委
員
会
関
係
・
４
議
案
】	

全
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
公
共
駐
車
場
）

・
刈
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
猿
渡
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
洲
原
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
４
議
案
】	

全
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
青
山
斎
園
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
交
通
児
童
遊
園
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
南
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
北
部
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
体
育
館
、
刈
谷
球
場
、
小
垣
江

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
井
ケ
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
港
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
令
和
５
年
度
補
正
予
算
関
係
・
７
議
案
】	

全
て
可
決

・
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
（
※
）

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
※
）

【
請
願
・
３
件
】	

全
て
不
採
択

・
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
請
願
（
※
）

・
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
を
保
障
す
る
制
度
の
充
実
・
拡
充
を
求
め
る
請

　

願
（
※
）

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ
い
て
の
請
願
（
※
）

【
追
加
上
程
・
２
議
案
】

・
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

・
令
和
５
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）	

可
決

　
　

請
願
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
→

12月定例会提出議案の賛否
賛
・
否
・
が
・
分
・
か
・
れ
・
た
・
も
・
の
・
について掲載します。（○：賛成　× : 反対）

会派名及び議員名　

　議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 清		風
クラブ

公		明
クラブ

無所属
議員
の会

日
本
共
産
党
議
員
団

に
じ
い
ろ
の
会

参
政
党

日
本
維
新
の
会

議
　
長

副
議
長

大
山　
　

実

葛
原　

祐
季

加
藤　

幹
樹

近
藤　

澄
男

揚
張　

慎
一

加
藤　

廣
行

外
山　

鉱
一

山
崎　

高
晴

稲
垣　

雅
弘

佐
々
木
隆
教

伊
藤　

愛
恵

鈴
木　

定
晴

深
谷　

英
貴

中
嶋　

祥
元

佐
原　

充
恭

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

武
藤
美
智
代

谷
口　

睦
生

鈴
木　

絹
男

蜂
須
賀
信
明

山
本
シ
モ
子

城
内　

志
津

森
島　

公
祐

三
田　

真
弥

鈴
木　

正
人

松
永　
　

寿
刈谷市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 ×

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

〇
特別職に属する職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇
職員の給与に関する条例の一部改正について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
刈谷市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

令
和
５
年
度

刈谷市一般会計補正予算（第５号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇
刈谷市刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
刈谷市刈谷野田北部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
刈谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
刈谷市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
刈谷市水道事業会計補正予算（第１号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
刈谷市下水道事業会計補正予算（第２号） 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

小・中学校の学校給食費無償化を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

子どもたちの豊かな育ちを保障する制度の充実・拡充を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × ×

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
中
学
３
年
生
が
議
会
を
体
験

　

本
市
の
中
学
３
年
生
が
「
地
方
自
治
制

度
学
習
」
と
し
て
市
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
議
場
に
お
い
て
、
議
員
席
や
理

事
者
席
に
座
り
、
議
会
の
仕
組
み
を
学
び

ま
し
た
。
次
に
、
図
書
館
の
新
設
条
例
を

題
材
に
し
て
、
実
際
に
議
案
が
議
決
さ
れ

る
ま
で
の
流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
市
長

役
に
よ
る
議
案
説
明
の
後
、
市
民
文
教
委

員
会
を
想
定
し
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

の
賛
否
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
新
し
く
図
書
館
が
で
き
る

こ
と
で
、
周
辺
地
域
の
高
齢
者
や
子
供
の

利
便
性
が
上
が
り
、
外
出
が
増
え
る
こ
と

で
、
健
康
の
増
進
に
つ
な
が
る
の
で
賛
成

と
の
意
見
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴

い
、
電
子
書
籍
を
利
用
し
て
い
る
人
が
増

え
て
い
る
た
め
、
図
書
館
の
建
設
費
用
を

福
祉
や
子
育
て
支
援
に
活
用
す
る
べ
き
で

あ
る
の
で
反
対
と
の
意
見
な
ど
、
様
々
な

視
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
議
員
さ
な
が

ら
の
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
発
表
す
る
「
委
員
長

報
告
」
の
後
、
「
採
決
」
を
行
い
、
議
案

の
賛
否
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
議
論
の
中
で
は
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
挙
が
り
、
ま
と
め
る

こ
と
に
苦
労
し
た
が
、
実
際
に
話
し
合
う

こ
と
に
よ
る
議
論
の
難
し
さ
や
、
議
員
が

私
た
ち
市
民
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
考
え

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
市
民
15
万
人
の
代
表
者
で
あ
る
28
人
の

議
員
が
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
今
の
自
分
に
と
っ
て
市
議
会
は
全
く
関

係
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
私
た
ち

の
生
活
に
関
係
す
る
身
近
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
18
歳
に
な
っ
た
ら
積
極
的

に
選
挙
に
出
か
け
て
自
分
の
思
い
を
一
票

に
込
め
て
投
票
し
よ
う
と
思
っ
た
。

鈴す
ず
木き

　
克か
つ
幸ゆ
き

　
氏

（
２
期
目
・
高
松
町
）

■
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
１
月
24
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の
方
を
選
任
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
４
年
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
１
人
が
任
期
途
中
で
退
任
し
、
３

人
が
令
和
６
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の

方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
３
年
）

　

髙た
か

木き　

幸さ
ち

子こ　

氏
（
２
期
目
・
野
田
町
）

　

神か
み

谷や　

博ひ
ろ

樹き　

氏
（
２
期
目
・
東
境
町
）

　

野の

村む
ら　

裕ひ
ろ

幸ゆ
き　

氏
（
１
期
目
・
一
色
町
）

　

加か

藤と
う　

雅ま
さ

丈た
け　

氏
（
１
期
目
・
築
地
町
）

人権擁護委員とは ･･･
　国民に保障されている基本的人権を守るため、法務大臣より
委嘱されています。市長は議会の意見を聞き、法務大臣に推薦
します。


